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英語能力と所得の 関係に

関す る実証分析

　 これまで の 人的資本 の 研究、特に個人 の 稼得

能力を測定するにあた っ て は、教育年数、年齢、

企業内経験年数等が使われてきたが、特定の 技

能を測 りそ の 個別 の効果ま で 計測する こ とはな

か っ た。そ こで、今回は新たに英語能力と い う

具体的な技能変数を追加 して稼得能力の 分析を

試みる 。

　 これ ま で 、稼得能力と母語以外の言語能力と

の関係は、主 に移民の経済的地位に関する研究

分野 で 行 わ れ て き た 。 代表 的研究 と し て

Chiswick　and 　Miller（1995）は、オ
ー

ス トラ

リア の 1981年 と 1986年の 国勢調査の 固票 を使

用し、英語を話す能力と移民の所得の 関係を分

析した 。 結果、流暢に英語を話せ る移民の 場合、

そ うでな い もの に比 べ て 1981 年国勢調査で

5．3％、1986年国勢調査で 8．3％高い所得を得る

こ とを示 した。従来、移民が経験する職業上 の

分離や所得格差は、文化や民族性の相違や それ

に基づ く差別か ら発生する とされて きたが、こ

の 研究はそ の よ うな格差 の 多くの 部分が、言語

能力の差 に よ っ て説明され る と言う事実 を見 っ

けだした。

　以上 の ような先行研究の 結果をふまえ、こ の

研究では 日本語 を母語 とするものが英語 を身に

つ けた場合、どの程度所得をあげる こ とがで き

るか を検討する 。 こ れによ り、個々 の 日本人に

と っ ての英語の経済価値をよ り具体的に提示す

る こ とができる とともに 、 日本における外国語

教育の 今後を考え るうえで重要な資料を提供で

き る と思われる 。

　こ の分析で用 い るデー
タは、あ る 国立大学の

あ る 学部卒業生 を対象に 1997年に行われた 「国

際化 と大学教育の あり方に関する調査 」の個票

で ある。アンケ
ー

トは、同窓会名簿に記載され
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て い る全員に郵送され、郵送によ り回収 され た。

宛先不明分を除くと 6202 人に配布されたこ と

になる。回収数は 1375、回収率は 22．17％であ

る 。

　 実用英語能力と所得の関係を分析する にあ

たり、時間的な順番を考えて変数間の因果関係

を整理 してみたい 。

　 まず、大学卒業時の 能力によ っ て 、就職先が

決定される可能性がある。特に、こ こ で は英語

能力を取 り扱 っ て い るため、英語を必要 とする

産業に就職する か どうかを決定する要因 を探 り

た い 。就職先の 選択に効果を持つ と考え られ る

主な説明変数は、大学で の学業成績、部活動、

卒業までの英語の訓練である。

　 つ ぎに、英語能力を決定する要因を探す こと

になる。英語能力は仕事によっ て決定される部

分が大きい 。 因子分析か ら得 られ る因子ス コ ア

「実用英語能力」をい くっ かの変数に回帰させ る

こ とによ っ て 、 英語能力を決定 して い る要因を

探 し出す。

　 最後に、こ れ らの推定によ っ て得 られた産業

と実用英語能力の 予測値を使 っ て 、昇進や所得

を決定する式を推定する ことにな る。企業で働

く場合、能力によ っ て昇進が異な っ て い る と考

えられる e 賃金の多くの部分は職位な どの 会社

内で の 地位や職務によっ て決定される。したが

っ て、職位がどめよ うに決定されるかを押さえ

て お く必要が ある。

　 最後に、以上の よ うな過程を経たの ち英語能

力が所得にお よぼす影響を推定する。所得関数

を推定に あた り、こ こ まで の分析で得 られ た産

業変数 （予測値）、実用英語能力 （予測値）を被

説明変数にくわ える。

　 分析か ら得 られた結果は、

一191一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

1．彼 らの うち 10％ ほ どは、かなり高い英

　　語能力を身に つ けて い る 。

2．彼 らは、そ の 能力を仕事に就い た後の

　　海外勤務な どで得る場合が多い 。

3．彼 らは昇進におい て優位にある。

4 ． 日常会話の で きない人がかな りで きる

　　よ うになると所得は 6％増加する。また、
・

　　業務上英語で文章を「い つ も書 く」人 と

　　「書かない 」人の あい だで は、約 24％の

　　所得の 開きが ある ことになる 。 したが

　　っ て、英語を駆使する仕事に つ い て い

　　る者は、同期のそうで ない者よ りも数

　　10％平均よ りも高 い 所得を得て い る 。

　　　 全て の項 目に関 して 、こ の ポイン ト増

　　　 を足し合わせ ると、数 10％の 開きが出

　　　 て くる。

　 こ の よ うな点は、日本におい て も英語の 経済

的価値がかな り高い こ とを意味している。今後、

英語の重要性が さ らに高まっ て行 くこ とを考え

る と、このような状況は加速され て行 くと思わ

れる 。
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